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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲイン調整手段とコンプレッサとが直列に接続された処理手段と、制御手段とを備え、
　該ゲイン調整手段は入力された音声信号にゲインを与えて出力し、
　該コンプレッサは入力された音声信号のレベルがスレッショルドレベル以上であるとき
に該音声信号を所定のレシオで圧縮して出力し、
　該制御手段は、ゲイン調整手段のゲインを制御可能であり、かつ、該コンプレッサにお
ける該音声信号に対するその時々の圧縮量のレベルを該コンプレッサから読み取り可能で
あり、
　該制御手段は、ゲイン調整手段のゲインを徐々に上昇させつつ、該コンプレッサが該所
定のレシオで該音声信号を圧縮した場合の該音声信号に対するその時々の圧縮量のレベル
を該コンプレッサから読み取り、読み取った該圧縮量のレベルが所定値以上であるか否か
に基づいてハウリングが発生したか否かを判断し、ハウリングが発生したと判断したとき
の該ゲイン調整手段のゲインに基づいてハウリングマージンを算出する、ハウリングマー
ジン測定装置。
【請求項２】
　該制御手段は、該コンプレッサから読み取った該圧縮量のレベルが所定値以上である状
態が所定時間持続したか否かに基づいてハウリングが発生したか否かを判断する、請求項
１記載のハウリングマージン測定装置。
【請求項３】
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　該ゲイン調整手段の後段に該コンプレッサが接続された、請求項１又は２記載のハウリ
ングマージン測定装置。
【請求項４】
　表示手段を備え、
　算出したハウリングマージンが該表示手段に表示される、請求項１乃至３のいずれか一
の項に記載のハウリングマージン測定装置。
【請求項５】
　該処理手段がマイクロホンからの音声信号を入力可能であり、スピーカに出力信号を送
出可能である、請求項１乃至４のいずれか一の項に記載のハウリングマージン測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、音響システムのハウリングマージンを測定するための、ハウリングマージ
ン測定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えばコンサートホール等に設置される、マイクロホンおよびスピーカを有する音響シ
ステムのハウリングマージンを知りたい場合がある。従来は次のような方法によって、こ
のハウリングマージンを測定していた。
【０００３】
　音響システムは、通常、ゲイン調整のための手段を有する。この音響システムを例えば
コンサートホールでコンサートに使用されるときの状態に設定する。このとき、この音響
システムのゲインも、コンサートでの使用に適したように設定される。
【０００４】
　このように調整・設定された音響システムのハウリングマージン測定は、一般には音響
システムにおけるゲイン調整手段を用いることによって行われる。このときに用いられる
ゲイン調整手段としては、例えばマイクロホンとスピーカとの間に配されたミキシングコ
ンソールの出力フェーダなどが一般的である。
【０００５】
　コンサート用に調整・設定された音響システムにおける、ゲイン調整手段の設定状態を
基準レベルとし、オペレータがゲイン調整手段のゲインを基準レベルから徐々に上げてゆ
く。オペレータは音響システムがハウリングを起こすまで、ゲイン調整手段のゲインを上
げてゆく。音響システムがハウリングを起こすと、特定周波数（ハウリング周波数）の音
波をスピーカが発生する。オペレータはこの音を聴覚上で確認することにより、ハウリン
グの発生を知る。そして、ハウリング発生時において、ゲイン調整手段のゲインが基準レ
ベルからどれだけ大きいかによって、ハウリングマージンを知る。例えば、ゲイン調整手
段であるフェーダの基準レベルが「－１０ｄＢ」であり、音響システムがハウリングを起
こしたときのフェーダのレベルが「－５ｄＢ」であったとすれば、ハウリングマージンは
「５ｄＢ」である。
【０００６】
　しかし、上記のような方法では、ハウリング発生をオペレータの聴覚に頼って判断して
いる。そのため、的確にハウリングマージンを測定するにはオペレータの熟練を要する。
未熟練者が上記方法でハウリングマージンを測定しようとすると、ハウリングが生じてい
るにもかかわらず、これを聞き逃してしまい、ハウリングを不用意に成長させてしまうこ
ともある。また、フェーダのレベルを、その横に表示されたレベル目盛りから判断してい
るので、フェーダレベルを詳細に読み取ることは困難であり、正確なハウリングマージン
を測定することは困難である。
【０００７】
　さらに、オペレータの熟練に頼る上記のようなハウリングマージン測定が、音響システ
ムの調整・設定の自動化を妨げることにもなっている。
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【０００８】
　なお、ハウリングマージン測定について言及した文献（例えば、特許文献１）もあるが
、具体的にどのような装置構成・方法によって該測定を行うのかは記載されていない。
【特許文献１】特開平９－２４７７８７号公報（４頁の段落(0024)）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本願発明が解決しようとする課題は、オペレータの聴覚に頼ることなく、客観的かつ正
確にハウリングマージンを測定することのできる測定装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　かかる課題を解決するために、本願発明のハウリングマージン測定装置は、ゲイン調整
手段とコンプレッサとが直列に接続された処理手段と、制御手段とを備え、該ゲイン調整
手段は入力された音声信号にゲインを与えて出力し、該コンプレッサは入力された音声信
号のレベルがスレッショルドレベル以上であるときに該音声信号を所定のレシオで圧縮し
て出力し、該制御手段は、ゲイン調整手段のゲインを制御可能であり、かつ、該コンプレ
ッサにおける該音声信号に対するその時々の圧縮量のレベルを該コンプレッサから読み取
り可能であり、該制御手段は、ゲイン調整手段のゲインを徐々に上昇させつつ、該コンプ
レッサが該所定のレシオで該音声信号を圧縮した場合の該音声信号に対するその時々の圧
縮量のレベルを該コンプレッサから読み取り、読み取った該圧縮量のレベルが所定値以上
であるか否かに基づいてハウリングが発生したか否かを判断し、ハウリングが発生したと
判断したときの該ゲイン調整手段のゲインに基づいてハウリングマージンを算出する。
【発明の効果】
【００１１】
　本願発明のハウリングマージン測定装置によれば、オペレータの聴覚に頼ることなく、
客観的かつ正確にハウリングマージンを測定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本願のハウリングマージン測定装置において、特に、該コンプレッサから読み取った該
圧縮量のレベルが所定値以上である状態が所定時間持続したか否かに基づいてハウリング
が発生したか否かを判断するようにすると、ハウリング発生についての間違いのない判断
ができるので、好適である。
【００１３】
　また、ゲイン調整手段とコンプレッサとは、直列に接続されていれば、いずれが前段で
いずれが後段であってもよいが、ゲイン調整手段の後段にコンプレッサが接続されるよう
にしてもよい。
【００１４】
　また、表示手段を備え、算出したハウリングマージンが表示手段に表示されるようにす
ると好適である。
【００１５】
　また、処理手段がマイクロホンからの音声信号を入力可能であり、スピーカに出力信号
を送出可能であるようにするのが好適である。
【実施例１】
【００１６】
　図１は、本願発明の一実施例たるハウリングマージン測定装置20のブロック図である。
ハウリングマージン測定装置20は、処理装置（処理手段）28と、制御装置（制御手段）23
と、表示器24とを備えている。
【００１７】
　処理装置28は、前段のゲイン調整器（ゲイン調整手段）21と、後段のコンプレッサ22と
が、直列に接続されて構成されている。
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【００１８】
　ゲイン調整器21は、入力部たる入力端子25から音声信号を入力し、これにゲインを与え
て出力することができる。本実施例では、ゲイン調整器21のゲインは、「－２０（ｄＢ）
」以上「＋２０（ｄＢ）」以下の範囲において、任意に設定することができる。
【００１９】
　コンプレッサ22は、ゲイン調整器21の出力信号を入力し、この信号に処理を施してから
出力端子26に出力する。コンプレッサ22による処理とは、設定されたスレッショルドレベ
ルよりも大きなレベルの入力信号に対して、設定されたレシオ（ratio）で圧縮を施すこ
とである。本実施例では、スレッショルドレベルは「０ｄＢ」以上「１０ｄＢ」以下の範
囲において任意に設定することができる。また、レシオは「１／１」以上「∞／１」以下
の範囲において任意に設定することができる。なおレシオが「１／１」の状態とは、入力
信号レベルがスレッショルドレベルを超えても全く圧縮がされない状態である。またレシ
オが「∞／１」の状態とは、入力信号レベルがスレッショルドレベルを超えた場合は、そ
の（入力信号の）レベルの大きさとは関係なく、スレッショルドレベルにまで圧縮する状
態である。
【００２０】
　制御装置23は、ゲイン調整器21やコンプレッサ22を制御することができる。より詳細に
は、ゲイン調整器21のゲイン、コンプレッサ22のスレッショルドレベル、コンプレッサ22
のレシオを制御することができる。図１における制御装置23からコンプレッサ22に向かう
矢印は、コンプレッサ22に対する制御装置23の制御を模式的に示したものである。また、
制御装置23は、コンプレッサ22の圧縮レベル（コンプレッションレベル）を読み取ること
ができる。図１におけるコンプレッサ22から制御装置23に向かう矢印は、コンプレッサ22
から制御装置23への圧縮レベル（コンプレッションレベル）のデータの送出を模式的に示
したものである。また、制御装置23は演算機能や計時機能を有する。さらに制御装置23は
表示器24を駆動制御できる。
【００２１】
　図２は、ハウリングマージン測定装置20が、音響システム10に組み込まれた状態を示す
ブロック図である。
【００２２】
　この音響システム10は、コンサートホール40に設置されている。この音響システム10は
マイクロホン１、マイクロホンアンプ２、ミキシングコンソール３、パワーアンプ４、ス
ピーカ５を有している。マイクロホン１の出力信号は、マイクロホンアンプ２を介してミ
キシングコンソール３に入力され、ミキシングコンソール３で調整された後、パワーアン
プ４で増幅され、スピーカ５から拡声される。
【００２３】
　ハウリングマージン測定装置20は、音響システム10のミキシングコンソール３とパワー
アンプ４との間に介在している。
【００２４】
　次に、図１,図２を参照しつつ、コンサートホール40に設定された音響システム10のハ
ウリングマージンをハウリングマージン測定装置20が測定するときの動作を説明する。
【００２５】
　ハウリングマージン測定装置20が動作を開始する前提として、コンサートホール40にお
ける音響システム10が、使用可能な状態に調整・設定されていることが必要である。つま
りこの状態（たとえばコンサート用の音響システムとして使用可能なように調整・設定さ
れている状態）を基準状態とし、この基準状態におけるハウリングマージンを、ハウリン
グマージン測定装置20が測定する。
【００２６】
　音響システム10を基準状態に調整・設定するには、オペレータの調整・操作によっても
可能であるし、図示しない自動調整装置によっても可能である。
【００２７】
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　音響システム10が調整されている間は、ハウリングマージン測定装置20が音響システム
10に影響を及ぼさないようにしておく必要がある。そのためには、例えば、ハウリングマ
ージン測定装置20をバイパスするようなバイパス経路（図示せず）を設けてもよい。また
、ハウリングマージン測定装置20のゲイン調整器21のゲインを０ｄＢに設定し、かつ、コ
ンプレッサ22の圧縮レベルが常に０ｄＢとなるようにレシオを「１／１」に設定してもよ
い。
【００２８】
　音響システム10の基準状態への調整・設定が完了すると、次に、ハウリングマージン測
定装置20を起動させる。
【００２９】
　ハウリングマージン測定装置20では、まず、ゲイン調整器21およびコンプレッサ22の状
態が初期状態に設定される。ゲイン調整器21の初期状態とは、音響システム10においてハ
ウリングが起こらないような十分に小さな値にゲインが設定された状態である。本実施例
では、ゲイン調整器21のゲインは「０ｄＢ」に設定される。このゲイン調整器21のゲイン
の設定は、制御装置23によってなされる。
【００３０】
　コンプレッサ22の初期状態とは、そのスレッショルドレベルが所定値に設定され、かつ
、レシオが所定値に設定された状態である。本実施例では、スレッショルドレベルが「６
ｄＢ」に設定される。また、レシオは「１／１」を超えるような値に、例えば、「２／１
」に設定される。
【００３１】
　図３は、コンプレッサ22の入出力特性図である。図中の実線が、上記のような初期状態
（スレッショルドレベルが６ｄＢに、レシオが「２／１」の状態）に設定されたコンプレ
ッサ22の特性線である。図中の破線は、圧縮が全くされないときの特性線である。入力レ
ベルがスレッショルドレベル（６ｄＢ）以上のときの、破線と実線との差が、圧縮レベル
である。
【００３２】
　ゲイン調整器21およびコンプレッサ22の状態が初期状態に設定されると、次に、ハウリ
ングマージン測定装置20では、ゲイン調整器21のゲインを徐々に増加させてゆく。ゲイン
は単位時間当たりに一定レベルだけ増加する。本実施例では、「１ｄＢ／秒」の速さで、
ゲインが増加してゆく。このようなゲイン調整器21のゲインの制御も、制御装置23によっ
て行われる。
【００３３】
　一方、制御装置23は、コンプレッサ22の圧縮レベルを監視している。制御装置23はコン
プレッサ22の圧縮レベルを読み取り可能であるから、任意の時間において、圧縮レベルを
知ることができる。制御装置23は、一定時間間隔で圧縮レベルを読み取るのであるが、そ
の読み取り時間間隔が短いので、実質的には連続的に圧縮レベルを監視していることにな
る。
【００３４】
　このように、制御装置23はゲイン調整器21のゲインを徐々に増加させつつ、コンプレッ
サ22の圧縮レベルを常に監視している。
【００３５】
　ゲイン調整器21のゲインが十分に小さいうちは、音響システム10においてハウリングは
発生しない。よって、マイクロホン１からの出力信号のレベルも小さく、コンプレッサ22
への入力信号のレベルもスレッショルドレベルを超えない。
【００３６】
　しかしゲイン調整器21のゲインがある程度が大きくなると、ある周波数においてハウリ
ングが発生する。ハウリングが発生すると、マイクロホン１の出力信号レベルが急激に増
大するので、コンプレッサ22への入力信号のレベルも急激に増大する。これにより、コン
プレッサ22への入力信号のレベルがスレッショルドレベルを超え、コンプレッサ22が信号
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の圧縮を開始する。
【００３７】
　前述したように、制御装置23はコンプレッサ22の圧縮レベルを常に監視しているのであ
るが、同時に、圧縮レベルが所定値以上であるか否かを常に判断している。本実施例では
、この所定値は「１ｄＢ」である。そして、圧縮レベルが１ｄＢ以上であると判断すると
、これを契機として計時を開始する。計時開始後も、圧縮レベルの監視は続けられる。
【００３８】
　そして、計時開始から所定時間（本実施例では「５秒」）経過しても、圧縮レベルが１
ｄＢ未満にならないときには、音響システム10においてハウリングが発生していると判断
し、この判断時のゲイン調整器21のゲインに基づいてハウリングマージンを決定する。
【００３９】
　ゲイン調整器21のゲインに基づいていかにハウリングマージンを決定するかについては
、種々の方法を採ることができる。例えば、ハウリングが発生していると判断したときの
ゲイン調整器21のゲインから、所定の微少ゲインを差し引いた値をハウリングマージンで
あると決定してもよい。例えば、ハウリング発生時におけるゲイン調整器21のゲインが「
９ｄＢ」であり、微少ゲインを「１ｄＢ」であるとすれば、ハウリングマージンは「８ｄ
Ｂ」であると決定する。このときの微少ゲインは、制御装置23がゲイン調整器21に与える
ことができる、ゲイン変更の最小単位（すなわち、ゲイン増加の１段階分）であってもよ
い。
【００４０】
　制御装置23は、このようにして決定（算出）したハウリングマージンを、表示器24に表
示させる。
【００４１】
　なお、制御装置23は、コンプレッサ22の圧縮レベルが１ｄＢ以上であると判断すると、
これを契機として計時を開始することを前述したが、この計時開始から所定時間（５秒）
以内に圧縮レベルが１ｄＢ未満になると、ハウリングが発生したとは判断せず、計時をリ
セットする。その理由は次のとおりである。
【００４２】
　コンサートホール40内においては、ハウリング以外の原因により突発的に大きな音が発
生する場合も想定される。例えば、コンサートホール40の入口の扉が開けられて、一瞬だ
け、マイクロホン１に大きなレベルの音声が入力されるような場合である。このように、
ハウリング以外を原因とした大きな音声は持続性がないことが多い。よって、コンプレッ
サ22の圧縮レベルが１ｄＢ以上であることを制御装置23が検出したとしても、その状態に
持続性がないとき（つまり、５秒未満しか持続しないとき）には、ハウリングが発生した
とは判断しないようにしたのである。
【００４３】
　図４は、ハウリングマージン測定装置20へ入力される入力信号のレベルａ、ゲイン調整
器21のゲインｂ、コンプレッサ22の圧縮レベルｃを、共通の時間軸上に表した図である。
図４では、ゲイン調整器21のゲインｂが上昇を開始してから、コンプレッサ22が圧縮を開
始するまでを示している。
【００４４】
　図４から理解されるように、ゲイン調整器21のゲインｂは０ｄＢから徐々に上昇してい
る。入力信号レベルａにおいて、－１０ｄＢ以下のレベルにおいて見られる波形は、コン
サートホール40の暗騒音によるものである。入力信号レベルａにおいて、暗騒音レベルか
ら急激な立ち上がりが見られるが、これはハウリングの発生によるものである。このハウ
リングの発生とほぼ同時に、コンプレッサ22による圧縮が開始されている。
【００４５】
　このように、ハウリングマージン測定装置20によれば、オペレータの聴覚に頼ることな
く、コンプレッサ22の圧縮状態からハウリングを検知している。そして、ゲイン調整器21
のゲインとコンプレッサ22の圧縮レベルとに基づいて、ハウリングマージンを測定してい
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る。よって、客観的かつ正確にハウリングマージンを測定することができる。また、コン
プレッサ22のスレッショルドレベルを低いレベルに設定することができ、このようにする
と、ハウリング（フィードバック）を確実にコントロールできる。また、フィードバック
発生時の出力レベルをコンプレッサ22によって低く抑えることができるので、音響システ
ム10の破損を招くことがなく、また、測定者に聴覚上の衝撃を与えることもない。
【００４６】
　以上、図１～４に基づいて、本願発明の一実施例たるハウリングマージン測定装置20を
説明した。
【００４７】
　上記実施例では、コンプレッサ22の圧縮レベルが所定値（例えば「１ｄＢ」）以上であ
る状態が、所定時間（例えば５秒）以上持続したときに、ハウリングが発生したと判断し
て、ハウリングマージンを算出するようにした。しかし、コンプレッサの圧縮レベルが所
定値以上である状態が検出されると直ちに、つまり、その状態が所定時間以上持続するこ
とを確認することなく、ハウリングが発生したと判断してもよい。そして、その時のゲイ
ン調整手段のゲインから、ハウリングマージンを算出するようにしてもよい。
【００４８】
　また、上記実施例において処理装置28は、前段にゲイン調整器21が、後段にコンプレッ
サ22が配置されている。しかしこれと反対に、前段にコンプレッサ22を、後段にゲイン調
整器21を配置して、両者を直列に接続することによって処理装置28を構成するようにして
もよい。このようにしても、上記実施例と同様に作動する。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　音響システムのハウリングマージンを熟練に頼らず客観的かつ正確に測定できるので、
音響装置に関する分野に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本願発明の一実施例たるハウリングマージン測定装置のブロック図である。
【図２】図１のハウリングマージン測定装置が、音響システムに組み込まれた状態を示す
ブロック図である。
【図３】コンプレッサの入出力特性図である。
【図４】ハウリングマージン測定装置へ入力される入力信号のレベルａ、ゲイン調整器の
ゲインｂ、コンプレッサの圧縮レベルｃを、共通の時間軸上に表した図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１　マイクロホン
　２　マイクロホンアンプ
　３　ミキシングコンソール
　４　パワーアンプ
　５　スピーカ
　10　音響システム
　20　ハウリングマージン測定装置
　21　ゲイン調整器
　22　コンプレッサ
　23　制御装置
　24　表示器
　25　入力端子
　26　出力端子
　28　処理装置
　40　コンサートホール



(8) JP 4059818 B2 2008.3.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 4059818 B2 2008.3.12

10

フロントページの続き

(72)発明者  東原　大介
            兵庫県神戸市中央区港島中町７丁目２番１号　ティーオーエー株式会社内

    審査官  志摩　兆一郎

(56)参考文献  特開平０６－０４６４９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－３０８６９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１４３０３４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－２８５９８６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｒ　　　３／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

